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概要 

 本発表は官能評価教育の事例をとりあげる。官能評価データの特長として被

験者（パネル）が多様性をもつこと、特に「嗜好要素」が背景にあり、実験設

計や結果に影響を及ぼす点が挙げられる。これらを可視化するためにデータ解

析を活用したいくつかの事例と留意点について解説する。 

 

 官能評価教育（関連した多変量解析教育）の目的は下記にまとめられる。 

  ①官能評価セミナー／多変量解析セミナーの教育目的 

   日常業務（企画・開発…）への活用 

   適用される業務；商品企画、販売戦略… 

  ②短大での教育目的 

   日常生活（衣食住）、仕事への活用 

   適用される成果；生活行動、販売技術… 

    

 官能評価は商品やサービスを対象とし、ヒトの五感による検出情報をデータ

として表現し、統計解析を活用する専門技術である。一方、神戸山手短期大学

の教育においては実験設計に視点を置き下記のように表現している。 

 

 供給者視点の官能評価 

  生活を安全・安心・安定にし、充実させるために 

  商品やサービスを創出するプロセスにおいて 

  感覚を用いて、評価対象を言語表現し 

  定性的または定量的に評価する方法 

 生活者視点の官能評価 

  生活を安全・安心・安定にし、充実させるために 

  商品やサービスを選択するプロセスにおいて 

  感覚を用いて、評価対象を言語表現し 

  定性的または定量的に評価する方法 

 



 事例に関わる官能評価教育の論点は以下の三点に集約できる。 

 

（1）多様性と多次元性 

 官能評価は心理生理学的には、刺激に対する生体の応答を顕在化したもので

ある。評価対象（素材）、変数（生体作用）、個体（ヒト）の要素に基づき評価

用語などで表現される多チャンネルのデータを集約して何らかの認知情報を取

得する。データ解析の観点からは如何に、多次元データを集約するか、多様性

のある評価者を層別するか鍵となる。 

 

（2）リアルなデータ 

 ヒトは物事をどう感じるか？感覚に関する表現をアレンジして社会に発信し

共感することが現代社会の情報流通の定番になりつつある。現状ではデータの

断片化・一通化が問題となっている。ビッグデータ解析は巨大なケース数の裏

付けが生命線であるが、データのサンプリング方法に依存するため、対象の本

質を見極める「リアルなデータ」を如何に収集するかが課題となる。 

 

（3）対話的手法 

 クリエーター視点とユーザー視点を同一場においてみる。探索的に無定形か

らつくりだすことから始めることを考えると、官能評価は対話的手法として重

要な位置づけにあると考える。教育の観点では評価対象を実際に触ってみるこ

とで、センスを磨く４つのチカラ（観察力、分析力、想像力、表現力）を身に

つけることができる。 

 

 発表事例は下記の３点から構成される。 

  ①官能評価教育（化粧水の評価） 

  ②短大での教育（スキンケア方法） 

  ③多変量解析教育（おでんのアンケート） 

 

 データ出典  

  日科技連 官能評価セミナー 

       多変量解析セミナー 

  神戸山手短期大学 生活学ゼミナール 

           きれいの科学 

           化粧品の科学演習 
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